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どこが凄い 目指す未来

全体を他の物と

組み合わせて利用

見える部分だけを

操作/観測

操作/観測の結果から

見えない部分を推定

考察結果：検査装置と全体との間に相関(量子もつ

れ)があると、検査装置に変化が生じる事と全体に変

化が生じる事が同等になる。

帰結：検査装置と全体との間に相関を作ると、

見える部分と見えない部分の関係が、見える部分

と検査装置の関係を調べることでわかる。

どうやって調べるの？

ノイズを逆手にとる量子コンピュータ
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Identification of untouchable quantum system

～量子環境ノイズを推定して計算資源として活用～
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一般的に私たちが物を操作・観測す
るとき、実際見える部分は、全体の
一部です。そのため、見える部分の
情報から、見えない部分を含めた全
体を推定する手法が必要となります。
この展示では、量子力学的な微視的
世界において、この問題を解決する
方法を紹介します。

見えない部分が無限には大きくない
という自然な仮定のもとで、推定問
題を解決しました。従来研究では、
特定の構造の存在を仮定して簡単化
した問題を扱っており、本研究で初
めて一般性を持つ方法論が確立され
ました。これは、現実の問題に適用
するための重要な一歩です。

量子デバイスの周辺にあるノイズ源
は、その性質を推定する手段を持た
なかったため、邪魔物として扱われ
ていました。実際、量子情報処理は、
ノイズに弱いため、その存在は大き
な問題でした。しかし、本成果によ
り、ノイズ源を量子情報処理の資源
として使えるようになります。
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帰結: (ある条件を満たせば、)見える部分と検査装置との

=

考察結果：検査装置と全体との間の相関(量子もつれ)を最

大化させれば、見える部分の状態が全体の性質と一対一に

対応する。

関係から、全体の性質全てが調べられる。

どこまで調べる？

理論的な成果:推定成功の十分条件をコンパクトな形で定式化/推定プロトコルを構成的に発見

困難の原因：

全体の量子的特性を推定 全体を情報処理の

資源として利用
見える部分だけ操作/観測

研究対象

どこまで調べれば十分？もうちょっと見える部分を激しくさわると、変なことがおきるかも？

検査装置

量子情報処理を

おこなう端末

（従来研究:どこまで調べれば十分かを規定するために、余分な構造を仮定した。）

何をやったの？

身近なもので例えると、、、
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